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医療法人ミライエ

緑町診療所
Green town clinic

理事⻑ 稲熊 良仁

医療DXとプライマリ・ケア 2024
アップデート

臨床現場における
デジタル

トランスフォーメーション
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1.基本概念
• DX（デジタルトランスフォーメーション）
とは、デジタル技術を活⽤して、既存のビジネ
スモデルや業務プロセスを⾰新し、組織全体の
パフォーマンスを向上させることを指します。
•医療においても業務効率化や医療の質の向上に
直結する重要な要素となっています。デジタル
技術を適切に導⼊することで、患者さんに対し
てより良い医療サービスを提供できるようにな
ります。
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２.医療DX：現状
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２つの医療DX

国が求めるDX

全医療機関から
ビッグデータを
吸収し
コスト効率的な
医療⾏政を⾏う。

現場でのDX

•現場を効率化し
患者満⾜度と
働き⽅改⾰の
成果を
最⼤化する。
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医療DXの未来
オンライン診療が外来を削る
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カプセル内視鏡

AI聴診器

AI⾳声カルテ

マルチモニタ
⾃動⾎糖モニター
Free Style LIVRE

ポータブルエコー
ホルター⼼電図（~7⽇間）

医療DXの未来 スマート医療

治療アプリ 遠隔CPAP
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AIの登場
⽇⽶の医師国家試験をクリア

8

『Glass AI 2.0』
•患者の症状に基づいて診断・治療計画を
提案する『Glass AI 2.0』がリリース
・LLMがすでに米国医師免許試験に合格
・独自の臨床知識DBを組み合わせて開発
・ver1.0から大幅にUIが改善
根拠の論文もその場で提示

• 今後は電子カルテにAIが実装される。
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AI聴診器
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AIが正しい位置に誘導→必要な経験値低下
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インカムで確認
⾃動⾳声で業務指⽰確認

⾎圧計など医療機器から
スマホ→カルテへ患者別に⾃動記⼊
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６．当院の医療DX 外来

医療クラーク

医師診察・処置検査

問い合わせ→予約、受付

⾃動会計
院内作業

来院前作業

14

離れて住む家族が
Web問診で協⼒

→カルテに記録

担当医が複数いてもカルテ
を充実させる

本部の医療クラーク

往診チーム

チームの運⾏配置
スケジューリング

患者状態はIT機器でモニター
医師と看護師の往診

訪問／オンライン薬剤師

訪問リハビ
リ

６．当院の医療DX 在宅

訪問前作業 訪問時作業
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６．当院の医療DX バックヤード

院⻑

職員
• ⽇報
• 院内連絡
• 勤怠管理
• スケジュール

外部業者
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公式LINE 16760⼈(千歳市10万⼈)
Twitter 600⼈
Instagram 650⼈
Facebook
Google

公式LINE QR

６．当院の医療DX マーケティング
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DXを現場に活かすために

「各⼈がアクション(業務)を起こす前に

⼗分な情報が得られる仕組み」を作る。

• ITがを⼊れるだけでは逆効果
•業務フロー再構築への解像度が必要

医師のリーダーシップ/リテラシーが⼤切
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８.当院でのAI活⽤
• インターネット事務⻑(GPTs)＆複数AIの使いこなし

• メール返信
• 英⽂紹介状の下書き
• 広告業務（HP・SNS・ブログ記事・イラスト作成）
• 講演スライド下書き
• 計算（給与分配・ベースアップ評価料の計算）
• 院⻑の愚痴の壁打ち
• 学習

• スタッフ
• ChatPT導⼊レクチャー
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9. 医療DXとAIの課題

•リテラシー/セキュリティ
•学習速度・成⻑曲線の差
•リスキリング
•デジタルギャップ
デジタル・ディバイド
•地⽅の労働マーケットの限界
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AIが浸透する世界

経験値＝努力✕時間

経験値の賞味期限が

短くなる時代

努⼒の質と量を変える
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国の教育
2022「情報Ⅰ」高校で必修科目

プログラミングやネットワーク、
データベースの基礎知識について
学習します。

「情報Ⅰ」の内容は
国家資格 ITパスポートと同等レベル

３年後の新卒＝将来の部下＝ITパスポート経験者
皆さんの部下はITネイティブです。
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将来は能⼒の標準が変わる。

個⼈の努⼒の範囲で
能⼒拡張＝１

AIの部下をつかいこなして
能⼒拡張
＝2〜3

労働者の平均能⼒/報酬
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⼈間はAIに絶対ない所を進化させる
①AI使いこなす側になる ②AI使う⼈を教育する⼈になる

③⼈間しかできない仕事を磨く
•ホスピタリティ・チームワーク
•情熱・感性・気配り
•仕組みづくり
•チャレンジ精神

A
I

A
I

A
I

A
I
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DXによる医療パラダイム・シフト

従来 今後

プライマリ
・ケア

医療DX

専⾨領域
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① 職業・社会的な立場で受診が難しい患者

育児で受診が難しい主婦・主夫や、仕事が忙しいサラリーパーソンは、遠隔診療の恩恵を受ける。遠隔診療を行
うことで時間や場所の制約を受けないため、治療や内服の継続などアドヒアランスが改善できる。また⾧期出張
中などで受診できない人も遠隔からの受診も可能となる。

② 離島・僻地・交通アクセスの悪い地域

地理的にアクセスが悪く通院が難しい患者では遠隔診療による恩恵が大きい。また、専門医受診が必要な場合に
も、近隣に専門医がいない地域では遠隔診療での専門医受診や、セカンドオピニオンによる受診も可能となる。
現状、全国的には未だへき地診療所におけるオンライン診療は普及が進んでいない（22）が、山口のへき地や沖縄
の離島では看護師が患者に帯同するD to P with Nの形態でオンライン診療を提供している取り組みが報告（23、24、

25）されており、今後の更なる現状分析と社会実装に向けた知見の共有が必要である。

③ 生活習慣病などの慢性疾患をもつ患者

高血圧や脂質異常症、糖尿病などの生活習慣病で安定している患者は、簡単な問診で継続処方が行わることが多
いため、遠隔診療のよい適応となる。高血圧症では、自宅での血圧や脈拍を測定し、データを共有し、適宜対面
診療で聴診や心電図検査を行う。現在では持続的に生体情報を得ることができるウェアラブルデバイスも登場し
ている。糖尿病や脂質異常症も数値が安定していれば、オンラインで食事内容や体重変化の確認を行い、定期的
な対面診察で血液検査を行うことが可能である。

3-2．プライマリ・ケアでデジタルヘルスが活用される対象や疾患

医療におけるデジタルヘルスの活用は、さまざまな場面で検討されており、また新たな技術の開発も進んでいる。
デジタルヘルスは、従来の対面での診療を置き換えるものではないが、プライマリ・ケアの現場において、デジタ
ルヘルスがどのような状況や患者に適し、またどのようなメリットがあるかを知っておくことで、ライフステージ
毎に合わせたデジタルヘルスの提供が可能となる（図２，３）。以下に、現在実際に活用されている事例や、今後
活用が想定される場面を列挙する。

（図２）プライマリ・ケアでデジタルヘルスが活用される対象や疾患
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プライマリ・ケア医が医療DXで
広く質の⾼い医療サービスのハブになる

総合医の汎⽤性×医療DX
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⑮ 看護領域でのICT活用

（１）患者・家族に対する看護ケアの提供
① 遠隔指導を中心とした使用:電話/スマートフォンや端末機器（iPad®やパソコン）などを用いた、患者・

家族教育/保健指導、コンサルテーションなど。
② 遠隔モニタリングを中心とした使用:機器を用いて測定された生体情報（体温、血圧、脈拍、呼吸数や体

重、活動量、血糖値、症状など）を患者から（自動）送信してもらい、看護師は送信されてくるデータを
定期的に観察しながら、異常値に対して警告（アラーム）を発したり、患者や家族に連絡を取り注意喚起
を行うなど、状態が悪化しないように継続観察する。

③ 遠隔トリアージを中心とした使用:遠隔モニタリングを行いながら、異常の兆候が表れた時をとらえて、
警告（アラーム）を発信すると同時に、看護師が患者や家族に直接連絡を取り、（救急外来）受診を促す
など。

④ 上記①～③の組み合わせの使用:患者への保健指導・教育を行いながら、遠隔モニタリングも行ってもら
い、看護師は送信されてくるデータを観察しながら、タイムリーな介入（トリアージ、教育/保健指導、医
療・介護・福祉サービスなどの調整等）を行う。

（２）医療・介護職者間等のコミュニケーション（カンファレンスやコンサルテーション）
① ICTを活用したオンラインによるカンファレンスや情報交換・連携:退院時多職種カンファレンスやケア

カンファレンスの際に、オンライン会議システムを用いる。LINEやSNSなどの通信アプリケーションを用
いて情報交換を行うなど。

② ICTを活用したオンラインによる専門家への症例対応の相談:①と同様、オンライン会議システムや専用
のアプリケーションなどを用いて、患者ケアやアセスメントについて遠隔での助言を得る。

子育て支援アプリ

予防接種管理アプリ

マイナポータル

ワクチン接種証明

治療用アプリ・遠隔モニタリング

オンライン服薬指導・電子お薬手帳

PHR・HER・臨床研究

AIによる診断・業務改善

母子手帳アプリ

社会的・地理的受診困難者 生活習慣病 精神疾患 在宅医療認知症 外国人検査結果説明 禁煙外来 死亡診断

オンライン診療

（図３）デジタルヘルスが可能にする、住民のライフステージに沿ったプライマリ・ケアの提供

14患者の⽣涯にACCCAをより深く提供できる

総合医の汎⽤性×医療DX
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新世代総合医
↓

ネットワークに適応した
汎⽤性の⾼い総合医

総合診療：幅広い医学的素養とフィールドの広さ
＋

•適応⼒：DXで知識を補完。
•発信⼒：患者⽬線、社会⽬線でYOUTUBE、SNS
•応⽤⼒：スマート医療機器活⽤。

＋
• Z世代や⼥性医師の流⼊増加
スマートな働き⽅を医療DXで実現する
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JPCA2024 

医療DX×総合医は
⽇本医療の⾰新/核⼼へ
千載⼀遇のチャンス。

医療DXで
総合医の可能性を最⼤化!

オンデマンドプログラム

医療DX×総合医
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次世代プライマリ・ケア医の
キャリアのプラットホームに

•総合診療クリニックのモデル
•PCのキャリアプラットホームに
•開業⽀援(どんどんノウハウ共有)
•教育＝共育で繋がる総合医グループ

全ては⽇本の地域医療のため
公の⼼
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Take Home Message

•臓器横断的、汎⽤性のある総合医こそDX。
黎明期の今こそ、取り組みましょう。

• DXで⽇本の医療の未来を変えましょう。

•業務効率化、働き⽅改⾰で患者さんや
家族の優しい時間を作れます。
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その他
メディア掲載
•イギョウラボ
•ドクターズチャート
• WEVERYチャンネル
• PHP研究所 医療法⼈ミライエ

⾒学希望はこちら！
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